
ウメタン S 特別講義 

1１月 15 日（金） 

九州大学薬学部教授 平井 剛先生 

「分子を自在に創る：薬学部と有機化学研究の

紹介」 

薬学部は生命の神秘を解明する研究であるこ

と、生活環境を守る社会的な役割があることの

話と、先生の研究である、自分で分子を自在に創

り上げることができる“ヤミツキになる研究”の

講義をききました。そのあと有機化学の実験を

行いました。とても熱い講義でした。 

 

 

 

 
 

 

SSH 通信では、SSH に関する情報を随時お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

福島県立福島高等学校 
Fukushima Prefectural Fukushima High School 

 

SSH 通信 

JSSF(Japan Super Science Fair) 

 SSH 校である立命館高校が主催する国際高校生

科学シンポジウムです。今年は１１月２日～６日

の日程で開催されました。基調講演、研究発表、グ

ループワーク、科学講座、校外研修等があり、本校

からは人見太陽さん、栁沼里花さんが参加し、海外

の生徒も含め多くの高校生と交流できました。英

語での研究発表も大変評価していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学の甲子園 

 １１月１０日（日）に福島県教育センターにおい

て、科学の甲子園福島県大会が行われ、１、２年生

各７名２チームが参加してきました。 

県内より、１３チーム９４名が参加した中で、２

年生チームは実験競技と筆記競技の２種目とも第

１位となり、総合優勝を勝ち取りました。 

優勝した２年生チームは３月２１日からつくば

市で行われる全国大会に出場します。 

 

↓実験競技会場 

 

 

生徒理科研究発表会県大会 

期日：11 月 1６日(土)、１７日(日) 

会場：医療創生大学いわきキャンパス 

口頭発表部門に１１件、ポスター部門に１５件の研

究班が参加しました。最優秀賞の生物班は来年の全

国高等学校総合文化祭（かがわ総文）に出場します。 

最優秀賞「酵母が与えるメタン発酵への影響」 

優秀賞 「月の観測によるｹﾌﾟﾗｰの第二法則の研究」  

「ﾏｸﾞﾈｼｳﾑとﾖｳ素を用いた二次電池の開発」 

優良賞「動画ﾃﾞｰﾀからの水ﾛｹｯﾄ飛行軌道の取り出し」  

「飯坂層と信夫山の凝灰岩」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 11 月号  202４.12.1 



 

高大連携講座 

 本校では２年次に全生徒が課題研究に取り組みます。次年度の研究に向けて、福島大学の先生方から課

題発見の手法や研究内容について学ぶ講座です。11 月 2７日に文系 7 講座、12 月４日に理系 8 講座が

開講され、各２講座ずつ受講しました。大学での研究内容や方向性を知る上でも重要な機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

                        

     
▶今後の主な SSH 行事予定 

ふくしまサイエンスフェスティバル 

日 時：12 月２２日（日）11:00～15:30 

ところ：アオウゼ 

 

 本校 SS 部から 6 班、書道部、管弦楽部、 

美術部が実験屋台を出します。ぜひ来てください 

 

今年も素敵なポスターができあがりました↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マグネシウム班・地学班・放射線班受賞 

第 6８回日本学生科学賞福島県審査委員会 

県議会議長賞  

「マグネシウムとヨウ素を用いた二次電池の開発」 

 

 

 

 

 

読売新聞福島支局長賞 

「飯坂層と信夫山の凝灰岩の関係」 

 

 

 

 

 

 

第 1３回環境放射能除染研究発表会 

優秀ポスター発表賞 

「放射性セシウムの最終処分材料化に向けた漂着

軽石の利活用法の提案」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


